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Compactness oず　a　すaser d盲ode (LD) pumped solid state lasers is very advantageous for

many　畑elds oず　appl!caもions｡ ue　もa沌　abouも　a LD pumped Nd*YVu4　michrochip 一aser and a LD

pumped NdlCNGG disordered-crystalline laser　油ich have very attractive charactensもics

for sensing app日caもions｡

1.　まえがさ

半導体レーザー(L D)励起固体レーザーの特徴はL Dを除く健の固体レーザーに比して小型,

長寿命であり,ま泡, L Dに比べて周波数安定度,コヒ-レンス度が高いというところにあ季･こ
A

れらの特徴は計測応相に非常に有利である.本講演では, L D励起固体レーザーの中でも特に計測

応周として興味深いレ-ザ-特性をもつ9　L D励起N a:､Y V04マイクロチップレーザーとL D励

起N d: C N G Gデイスオ-ダード結晶レーザーについて述べる.

2.LD鞄一重Nq:Yvo4マ{グロチップ__レ-ザI

�"-jEjs."=S=マv.y-*チップ雲等i/-サーIit.二)遷小型や2)漬,経両モードとも単一発振か容易,

3)長寿命,堤)既発欄,と計測応周に適した特徴をもつ.中でも,LD励起Nd:YV04マイク

ロチップレーザーは励起光吸収係数が非常に高く9極めて短い媒質良(1mm以下)でも励起光を

十分に吸収でき9高効率発振が可能である.ま泡Nd:YV04では非常に大きな励起光吸収係数

を利凋することにより,兵務署長を大きくとったままで容易に単一巌モードを得ることができる.

こ,JBたaoォ美挙Delに弄頴n2ft学韓晶を淫入手xことができ,超小型のクリーン7JI一光発生装

置をつくることができる.また,これらは超小型故に大慶生産により低価格が実現できる.ここで

は,特に計漸層として重要な単一モード発露を中心に今までに得られ起Nd:YV04マイクロチッ

プレーザーの亙｡06tim発振とその2倍高調波発生について稚昏する.

3. L旦腰二塵___野d : c腎G Gディスオ二_里_ニ旦二賂慮り_∵__単二

高出力L Dアレイの開発に伴い, L D励起固体レーザーの高出力化が盛んに研究されるようにな

ってきた.しかし,現状では高出力L Dアレイの発振波長幅は3n m以上と広く,従来から高効率

固体レーザー材料として知られているN d: Y A G (励起光吸収波長幅且　　9n m)では高密度励

起を達成することが箆しい｡一方レーザーガラスは広い励起光吸収波長幅(～且　O n m)を膏する

が,熟伝導率が低く高繰り返し動作が望めない.このような問題点を解決するひとつの有効な方法

として,著者らはディスオ-ダード結晶カルシウムーニオブーガリウムーガーネット(C a3 (N b

G a) 2-X G a3012: C N G G)レ-ザ-の研究を行っている.例えばN d: C N G G結晶はつぎ

のような特徴を膏する｡　且) N d: C N G GはC N G G結晶のディスオーダード構造により励起光

頂



吸収波長幅が広い(8. 8n m)｡ 2)レーザーガラスに比べて熟伝導率が高い(約3倍).この

ため多数個のL DもしくはL Dアレイで励起に有利であり,高平均出力動作が可能であると考えら

れる.またナ　蛍光寿命もN d: Y A Gと同程度であり, Qスイッチ等による高ピークパワー化も可

能であり,ライダー応周として興味深い.さらに　C N G G結晶は低融点であり,またN dやT m

などの希土頬不純物の偏析係数がほぼ且であるため　Y A Gなどの他のレーザー用ガーネット系結

晶に比べて製造コストを大幅に低減できる可能性もある.ここでは今までに得られたL D励起N d

: c N G G　レーザーのレーザー特性について稚酋する.

F i g｡　且は且次元L Dアレイで横励起を行った場合のN d: C N G Gレーザー　N d: Y A G

レーザー　N d:ガラスレーザーの発振特性である.固体レーザー材料はいずれも断面4mm X4

mm,長さ　丑　O mmであり,一方の端面は波長且　LL mに対してH Rコート,他方の端面は波長且

LLmに対してARコートが施されている.励起用且次元L Dアレイ(S D L3230T)の使用集

件はピークパワー60W,パルス幅500u s,繰り返し20H zである.また,各固体レーザー

材料において得られる出力が最大となるように旦次元L Dアレイを温度制御し泡.なお,励起は且

次元L Dアレイを側面に近接させて行い,励起光周光学系は使用しておらず,また,励起光入射面

は無コートである｡共振器最は27mmであり,出力ミラーは透過率5%,曲率ユmのものを用い

た｡共振器のモード径は約500umであり,高次モードによる発振を抑制するため,共振器内に

は直径且mmのアパーチャーを挿入した　F i g　丑からわかるようにN d: C N G Gレーザーの

最大出力はN d: YA Gレーザー及びN d:ガラスレーザーの最大出力の約2倍にも達している｡

この結果は　且) N d: C N G Gの励起光吸収幅がN d: YA Gに比べて非常に広いため, L Dア

レイのように励起光波長嶋が広くても実効的吸収係数が高くとれ高密度励起が可能であることと,

2) N d: C N G Gの誘導放出断面鴇がN d:ガラスに比べて高いことに起因するものと考えられ

る.

以上のようにC N G G結晶はL Dアレイ励起周として有利な特質をもつ固体レーザー材料である

ことを示した.現在,著者らは液晶2iim帯ライダーとして興味深いL D励起T m, H o: C N G

Gレーザーの検討も行っている｡
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Fig.1 Laser output characもe再stICS Of Nd:CNGG, Nd:VAG and Nd.'glass using

side-pit碩ping w摘h a 1-dimensiona! laser diode array.
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